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　８月７日、御岳小学校で御岳小学校児童と御岳保育
園園児がヤマメの掴み取りを体験しました。これは、
御岳振興会（公民館部会）が世代間交流事業の一環と
して毎年、夏休みの登校日にあわせて開催しています。
台風が近づく中、久しぶりの真夏日となった当日。皆、
ヤマメを追いかけ元気に走り回っていました。



　

ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
（
小
泉
八

雲
）
の
生
誕
の
地
ギ
リ
シ
ャ 

レ
フ
カ

ダ
市
で
ハ
ー
ン
の
没
後
１
１
０
年
記
念

事
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
レ
フ

カ
ダ
市
か
ら
ハ
ー
ン
の
曾
孫
、
小
泉
凡

氏
を
通
じ
て
清
和
文
楽
人
形
芝
居
保
存

会
へ
の
公
演
依
頼
が
あ
り
、
そ
れ
を
受

け
更
に
山
都
町
へ
の
支
援
要
請
が
昨
年

4
月
に
あ
り
ま
し
た
。
ハ
ー
ン
の
作
品

「
雪
お
ん
な
」
や
「
む
じ
な
」
な
ど
を

公
演
演
目
に
し
て
い
る
清
和
文
楽
人
形

芝
居
保
存
会
に
ぜ
ひ
披
露
願
い
た
い
と

の
依
頼
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
依
頼
は
、
清
和
文
楽
人
形
芝
居

保
存
会
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
高
く
評

価
さ
れ
て
の
こ
と
で
す
。
町
と
し
て
も

保
存
会
の
皆
様
自
身
が
そ
の
能
力
や
価

値
を
確
認
さ
れ
、
活
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
海
外
公
演

は
必
要
で
あ
る
と
考
え
全
面
的
な
支
援

を
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

公
演
は
今
年
７
月
６
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
前
の
７
月
２
日
か
ら
７

月
５
日
に
か
け
て
ギ
リ
シ
ャ
日
本
大
使

館
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
や
レ
フ
カ
ダ
市

主
催
の
人
形
浄
瑠
璃
解
説
・
人
形
操
作

体
験
会
な
ど
の
歓
迎
交
流
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

公
演
当
日
は
５
０
０
人
を
越
え
る
来

場
者
が
あ
り
、
45
分
間
の
公
演
時
間
中

も
席
を
立
つ
人
は
な
く
、
公
演
終
了
後

に
は
盛
ん
な
拍
手
と
歓
声
に
会
場
が
包

ま
れ
た
そ
う
で
す
。
保
存
会
の
皆
様
は
、

今
回
の
ギ
リ
シ
ャ
公
演
に
よ
り
自
信
と

誇
り
を
さ
ら
に
高
め
ら
れ
、
今
後
の
伝

承
活
動
の
大
き
な
励
み
に
な
ら
れ
た
こ

と
と
確
信
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
海
外
公
演
の
模
様
に
つ
い
て
は

熊
本
日
日
新
聞
や
テ
レ
ビ
放
送
で
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
清
和
文

楽
の
評
価
が
高
ま
る
こ
と
は
大
変
名
誉

な
こ
と
で
あ
り
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
ギ
リ
シ
ャ
公
演
を
契
機
と
し

て
、
農
村
文
化
芸
能
で
あ
る
清
和
文
楽

が
さ
ら
に
愛
さ
れ
ま
す
こ
と
を
祈
り
ま

す
。
そ
し
て
今
後
の
保
存
会
の
活
動
に

併
せ
て
、
山
都
町
の
歴
史
や
文
化
、
美

し
い
自
然
や
安
全
で
お
い
し
い
農
産
物

を
紹
介
し
、
本
町
の
産
業
発
展
や
ま
ち

づ
く
り
に
生
か
し
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

町
長
室
か
ら

工
藤 

秀
一
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Ｏ
Ｕ
&
Ｙ
Ｏ
Ｕ
通
信
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●
問
い
合
わ
せ
先

Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
事
務
局

（
役
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務
課
）
下
田
・
吉
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【
専
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話
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９
０
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５

－
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８
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【
専
用
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Ｃ
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【
専
用
ア
ド
レ
ス
携
帯
】

you_and_you.@
docom

o.ne.jp

〜
結
婚
相
談
員
を
紹
介
し
ま
す
〜

　

今
年
も
相
談
員
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
、
松
本
で
す
。

　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
で
妻
と
出
会
い
、
結

婚
し
て
か
ら
10
月
で
丸
４
年
に
な
り
ま

す
。
今
年
は
赤
ち
ゃ
ん
に
も
恵
ま
れ
、
と

て
も
楽
し
い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
に
初
め
て
参
加

し
た
時
に
比
べ
、「
婚
活
」
と
い
う
言
葉

が
広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
女
性
が
積
極
的
に
婚
活
を
さ
れ
て

い
ま
す
。
男
性
も
積
極
的
に
動
く
こ
と
は
、

決
し
て
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
よ
り
良
い
出
会
い
の
た
め
に
、

早
い
う
ち
か
ら
の
参
加
を
ぜ
ひ
お
勧
め
し

ま
す
。

☆
７
月
交
流
会
in
長
崎
を
実
施
し
ま
し
た
☆

　

７
月
12
日
（
土
）
に
長
崎
県
で
交
流
会

を
行
い
ま
し
た
。
男
性
５
名
、
女
性
６
名

の
参
加
で
し
た
。
待
ち
合
わ
せ
場
所
で
女

性
と
合
流
し
た
後
、
オ
ー
シ
ャ
ン
ア
ロ
ー

で
長
崎
へ
。
最
初
に
災
害
復
興
記
念
館
を

見
学
し
、
雲
仙
普
賢
岳
の
脅
威
を
目
の
当

た
り
に
し
ま
し
た
。

　

ラ
ン
チ
の
後
は
、
メ
イ
ン
の
桃
の
収
穫

体
験
！
男
女
ペ
ア
に
な
っ
て
、
箱
が
い
っ

ぱ
い
に
な
る
ま
で
収
穫
し
ま
し
た
。
高
い

所
に
あ
る
桃
は
男
性
が
脚
立
に
上
っ
て
採

り
、
女
性
が
受
け
取
る
と
い
う
共
同
作
業

で
、
自
然
と
会
話
も
増
え
て
い
る
様
子
で

し
た
。
収
穫
し
た
桃
は
、
そ
の
場
で
切
っ

て
も
ら
い
、
皮
の
ま
ま
お
い
し
く
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

少
人
数
の
交

流
会
で
し
た
が
、

そ
の
分
一
人
ひ

と
り
と
話
す
時

間
も
増
え
た
こ

と
で
相
手
の
こ

と
を
よ
り
知
れ

た
会
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か

な
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
展
開
に
期
待
し
た
い
と
こ
ろ

で
す
♪

松本相談員

山本直樹副町長山本直樹副町長
２年間ありがとうございました！２年間ありがとうございました！

　

一
昨
年
の
８
月
１
日
か
ら
今
年
の
夏
ま
で

の
二
年
間
。
山
都
町
の
副
町
長
と
し
て
尽
力

さ
れ
た
山
本
副
町
長
が
、
今
年
の
７
月
31
日

の
任
期
を
終
え
、
こ
の
町
を
去
ら
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
在
任
中
は
、
町
内
で
開
催

さ
れ
る
様
々
な
催
し
に
顔
を
出
さ
れ
、
ま
た

イ
ベ
ン
ト
の
み
な
ら
ず
、
休
日
に
は
自
ら
の

足
で
町
内
を
東
奔
西
走
。
こ
の
町
内
で
行
っ

た
こ
と
が
な
い
場
所
が
な
い
と
い
う
ほ
ど
の

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
軽
さ
で
動
き
回
り
、
こ
の
町

の
将
来
を
誰
よ
り
も
考
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

山
都
町
を
「
第
二
の
故
郷
（
ふ
る
さ
と
）」

と
話
さ
れ
る
山
本
副
町
長
へ
、
こ
の
二
年
間

を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

７
月
末
を
も
っ
て
、
山
都
町
副
町
長
を
退

任
い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
８
月
に
、
国
の
総
務
省
と
い
う

省
庁
か
ら
初
め
て
山
都
町
に
赴
任
し
、
２
年

間
と
い
う
短
い
間
で
し
た
が
、
副
町
長
在
任

中
は
、
町
内
の
各
地
域
で
町
民
の
皆
さ
ま
と

多
く
の
出
会
い
が
あ
り
、
ま
た
、
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
と
て
も
暖
か
く
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

や
り
き
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
点
も
あ

り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
お
力
を
借
り
て
、
充

実
し
た
多
く
の
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

自
分
の
人
生
に
と
っ
て
、
ま
た
自
然
や
食
が

と
て
も
豊
か
な
山
都
町
で
過
ご
し
た
妻
や
子

ど
も
３
人
に
と
っ
て
、
か
け
が
え
の
な
い
２

年
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

山
都
町
に
住
ん
で
、
こ
れ
ま
で
の
自
分
の

価
値
観
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
山
都
町

は
過
疎
が
進
み
厳
し
い
環
境
に
あ
る
も
の

の
、
こ
の
町
は
自
然
、
食
、
歴
史
、
文
化
の

宝
庫
で
あ
り
、
何
よ
り
地
域
や
絆
を
大
切
に

す
る
、
多
く
の
す
ば
ら
し
い
「
人
」
が
お
ら

れ
ま
す
。東
京
か
ら
山
都
町
に
移
り
住
ん
で
、

都
市
部
に
な
い
、
中
山
間
地
の
山
都
町
の
良

さ
を
実
感
・
体
感
し
ま
し
た
。

　

年
末
に
は
新
庁
舎
が
完
成
し
、
今
後
は
九

州
中
央
自
動
車
道
の
建
設
も
進
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
こ
の
町
の
豊
か
な
資
源
、
人
材
を
い

か
し
た
、
ほ
か
の
町
に
な
い
、
山
都
町
独
自

の
ま
ち
づ
く
り
を
、
皆
さ
ん
で
さ
ら
に
力
強

く
進
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
と
考
え
ま
す
。

　

山
都
町
の
副
町
長
と
し
て
仕
事
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
を
誇
り
に
し
、
ま
た
糧
と

し
て
、
８
月
か
ら
復
帰
し
ま
し
た
総
務
省
で

の
新
し
い
仕
事
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

山
都
町
は
、
私
に
と
っ
て
第
二
の
ふ
る
さ

と
で
す
。
時
に
は
山
都
町
に
里
帰
り
を
し
た

い
で
す
し
、
何
よ
り
大
好
き
な
山
都
町
の
皆

さ
ん
と
の
つ
な
が
り
は
、
今
後
も
自
分
の
宝

物
と
し
て
、
大
切
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
山
都
町
の
今
後
の

発
展
と
、
皆
様
の
ご
健
勝
を
心
よ
り
お
祈
り

を
し
ま
し
て
、
お
礼
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
２
年
間
、
大

変
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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平成20年度　
「自分の夢に向かってモゥ突進」

平成23年度　
「幸運を運ぶなまはげ」

平成24年度　
「あたらしか矢部高ばってん　　　　
G（天狗）OODな伝統受け継いで、
　矢部高校生は羽ばたきます。」

平成21年度　
「矢部高校タイガー頑張ります」

平成22年度　
「熊往邁進・・・　　　　　
　　　熊のように勇ましく」

平成25年度  「飛翔」
無限の可能性を翼にのせて

未来に向かい、
矢部高校生は羽ばたきます。

当日の大造り物の引き廻しは、
緑科学科１年生で行います。

今年の矢部の八朔祭は平成26年9月6日（土）・7日（日）　※大造り物引き廻しは7日午後1時～

選定はさみで、杉の皮をカット中。

足は、ケヤキの皮を細かくし、張り付けています。

羽の部分に使うススキの穂をとっているところ。

ススキの穂を束ねて、
羽を作っています。

胸の上の首回りに使っ
ているハギを、葉っぱ
をとり枝だけにし、束
ねているところ。

熊
本
県
立
矢
部
高
等
学
校
　
八
朔
祭「
大
造
り
物
」奮
闘
記

◆
八
朔
祭
の
お
こ
り 

　
山
都
町
の
八
朔
祭
は
、
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
年
）
に

矢
部
郷
の
不
作
を
心
配
し
た
細
川
藩
が
、
矢
部
手
永
の
庄

屋
に
命
じ
て
豊
作
祈
願
を
行
っ
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
歴
史
は
通
潤
橋
よ
り
も
古
く
約
二
五
〇

年
前
か
ら
町
民
に
よ
っ
て
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し

た
。
祭
当
日
、
旧
暦
の
八
月
一
日
は
別
名
八
月
の
朔
日
と

表
現
さ
れ
る
こ
と
か
ら
「
八
朔
祭
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

◆
八
朔
祭
の
特
徴

　
八
朔
祭
は
迫
力
あ
る「
大
造
り
物
」の
引
き
廻
し
が
有
名

で
、こ
の
祭
り
は
、浜
町
中
心
の
商
家
の
方
々
が
日
頃
商
店

街
で
買
物
を
し
て
く
だ
さ
る
農
民
へ
の
感
謝
と
日
頃
の
労

苦
を
慰
め
地
域
の
方
々
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
大
造
り

物
を
奉
納
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
杉
・
檜
・
竹
・
松
の
皮
・
萩
・
ス
ス
キ
・
シ
ュ
ロ
な
ど

山
野
に
自
生
す
る
材
料
を
使
う
の
が
特
徴
で
す
。
高
さ
は

三
メ
ー
ト
ル
程
も
あ
り
県
下
で
も
最
大
の
大
き
さ
で
す
。

町
内
の
各
組
が
技
術
を
競
い
あ
い
な
が
ら
造
り
あ
げ
、
そ

の
年
の
世
相
風
刺
や
庶
民
の
願
望
な
ど
を
上
品
な
洒
落
を

交
え
て
表
現
し
ま
す
。

　

熊
本
県
東
部
に
位
置
す
る
山
都
町
。
こ
の
町
の
夏
の
風
物
詩
と
し
て
有
名
な
お
祭
り
が
「
八
朔
祭
」
で
す
。

中
で
も
町
の
中
心
街
を
引
き
廻
す
「
大
造
り
物
」
は
有
名
で
、
毎
年
県
内
外
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
観
光
客
で
賑

わ
い
ま
す
。
熊
本
県
立
矢
部
高
等
学
校
の
生
徒
も
、
毎
年
「
大
造
り
物
」
の
製
作
に
参
加
し
、
地
元
の
お
祭
り

を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

「
大
造
り
物
」
は
緑
科
学
科
一
、
二
、
三
年
生
全
員

で
作
成
し
ま
す
。
六
月
上
旬
か
ら
製
作
に
取
り
掛
か

り
、
夏
休
み
も
、
当
番
を
組
み
、
ほ
ぼ
毎
日
午
前
中

作
業
を
行
い
完
成
さ
せ
ま
す
。

◆
矢
部
高
校
（
緑
科
学
科
）
歴
代
造
り
物

◆
生
徒
実
習
内
容
（
昨
年
度
の
模
様
）

（前列）藤川千夏さん、岡本優衣香さん、黒田知誉さん、田中沙季さん、渡邊ゆいさん

全国大会を前に練習にも熱がこもる

今
年
も
矢
部
高
校
日
本
拳
法
部
が
全
国
大
会
出
場
!!

　
５
月
31
日
と
６
月
１
日
に
熊
本
武
道
館
で
開

催
さ
れ
た
、
熊
本
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

日
本
拳
法
競
技
に
お
い
て
矢
部
高
校
が
全
国
大

会
へ
の
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
全
国
大
会
を

決
め
た
の
は
団
体
戦
が
女
子
、
個
人
戦
で
は
女

子
が
３
位
ま
で
を
独
占
。
２
０
０
４
年
に
創
部

さ
れ
、
指
導
に
あ
た
ら
れ
て
い
る
濱
監
督
の
も

と
、
こ
れ
ま
で
に
も
数
々
の
成
績
を
残
し
て
き

て
い
ま
す
。
部
員
は
男
女
あ
わ
せ
て
９
人
。
少

な
い
な
が
ら
も
、
日
々
熱
の
入
っ
た
練
習
を
繰

り
広
げ
、
今
年
も
ま
た
全
国
大
会
へ
の
切
符
を

手
に
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
３
年
生
で
主
将
を
務
め
る
藤
川
千
夏

さ
ん
は
、「
全
国
大
会
出
場
が
決
ま
り
嬉
し
か
っ

た
が
、
更
に
頑
張
ら
な
い
と
気
持
を
入
れ
替
え

た
。
全
国
大
会
で
は
単
体
で
ベ
ス
ト
８
以
上
を

目
指
す
。」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

5 4



蘇陽地区育成牛品評会
　７月 15 日（火）、南阿蘇地域畜産振興推進協議会主催による第９回蘇陽地区育成牛品評会がＪＡ阿蘇
蘇陽家畜検査場で開催されました。入賞結果を紹介します。

若齢の部（12頭）
名誉賞首席
　　　ぷりんせすゆり号　飯星一敏さん（柏）
名誉賞２席　ひまわり号　山口隆介さん（白石）
名誉賞３席　はなくに号　山邉達也さん（橘）
名誉賞４席　　　みつ号　佐藤啓夫さん（伊勢）

壮齢の部（７頭）
名誉賞首席　　めいさ号　山口隆介さん（白石）
名誉賞２席　　すみれ号　飯星一敏さん（柏）
名誉賞３席　　　ゆり号　右働邦俊さん（東竹原）
名誉賞４席　　みや２号　山邊康弘さん（橘）
名誉賞５席　ひとふみ号　有働誠志さん（花上）

ぷりんせすゆり号　飯星一敏さん

めいさ号　山口隆介さん

高齢者叙勲（瑞宝双光章）受章高齢者叙勲（瑞宝双光章）受章
　倉岡孝之さん（小峰）に対し高
齢者叙勲が授与されました。
　これは、長年の教育功労に対す
る叙勲で、倉岡氏は昭和 28 年６
月１日に小峰村立緑川小学校助教
諭に補され、昭和 61 年３月 31 日
に清和村立小峰小学校長として退
職されるまで約 32 年間の教職を
全うされました。また、退職後も
清和村教育委員、教育長を歴任さ
れ、清和村教育行政の振興・発展
に大きく貢献されました。

元清和村立
　小峰小学校長　

倉
くらおか

岡　孝
こう し

之 さん

大正15年３月 27日生
（満88歳）

山都町小峰1539番地

○今月号はタクシー運賃割引制度についてご紹介します。
割引等の条件等 割引の額 割引の方法

身体障害者手帳所持者
療育手帳所持者

メーター表示額の１割引
（10円未満の端数は切捨て）

乗車に際し、身体障害者手帳、
療育手帳を呈示する。

次回は日常生活用具給付事業についてご紹介します。

障がい者福祉だより障がい者福祉だより

　整骨院や接骨院は国家資格を持つ柔道整復師が施術する施設で、医療機関ではありませんので、
健康保険（国保や職場の健康保険など）が適用される範囲が限られています。健康保険が適用され
るのは外傷性の負傷の場合に限られ、内科的原因によるものや慢性的な症状等は対象となりません。
施術を受けたあとで健康保険の適用が認められなければ、全額自己負担となりますので十分に注意
しましょう。

☆施術内容についてお尋ねすることがあります☆
　健康保険を使って柔道整復師の施術をうけた場合は、後日、施術日や施術内容についてお尋ねす
る場合があります。施術の記録や領収書などを保管しておいてください。

☎健康福祉課　国保年金係　７２－１１７３

柔道整復師 （接骨院・整骨院） のかかりかた
健康保険が 使える場合 と、 使えない場合 があります

国保からのお知らせ

健康保険の対象となる場合
　医師や柔道整復師に、急性または亜急性（急
性に次ぐ）外傷性の原因による骨折や脱臼、
打撲、ねんざ、挫傷と診断されて施術を受け
たとき。

※健康保険で施術を受けた場合は、療養費の申請の
ために「療養費支給申請書」に記載されている内
容を確認してください。

健康保険の対象とならない場合
○単なる（疲労性・慢性的な要因からくる）
肩こりや筋肉疲労

○脳疾患後遺症などの慢性病や、症状の改善
がみられない長期の施術

○保険医療機関（病院、診療所等）で同じ負
傷等の治療中のもの

○労災保険が適用となる仕事中や通勤途上で
の負傷

施術を受けるときは注意しましょう

●負傷の原因を正確に伝えましょう
　外傷性の負傷でない場合や、仕事中や通勤途上（労災保険の対象）の場合は健康保険の対象と
なりません。負傷の原因を正しく伝えて健康保険が適用されるかどうか確認しましょう。
●保険医療機関で治療中の場合は健康保険が使えません
　同じ負傷で、保険医療機関（病院、診療所等）で治療中の場合は、原則として柔道整復師の施
術は健康保険の対象となりません。
●施術が長期にわたる場合は医師の診察を受けましょう
　長期間施術を受けても痛みが続く場合には、負傷が原因ではなく、病気などの内科的要因も考
えられますので、一度医師の診察を受けましょう。
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山都町図書館だより 声の灯り
ー84号ー

※蘇陽地区・花上多目的集会場が9月より巡回再開致します。
※図書館利用者カードをお持ちの方は、貸し出しに必要ですので必ずお持ちください。
※本をたくさん借りられる方はマイバッグの持参にご協力ください。巡回場所での滞在時間は約30分です。
※貸出期間は１か月です。次に借りたい方がいらっしゃいますので、返却期限での返却にご協力ください。

★平成 26年 9月のわくわく号運行予定★
蘇陽地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　巡回場所・時間
9月3日(水）  蘇陽南小学校（午後1時～）　馬見原保育園（午後1時30分～）
　　　　　     菅尾保育園（午後2時15分～）
　　　　　     二瀬本保育園（午後2時45分～）　蘇陽小学校（午後3時～）
　　　　　     蘇陽キッズ（午後3時15分～）
9月4日(木)   ブルーベリーの家（午前10時15分～）　蘇望苑（午前11時～）
　　　　　     蘇陽総合支所（午後0時30分～）
　　　　　     蘇陽中学校（午後1時30分～）
　　　　　     ほたるの里（午後2時15分～）　大迫公民館（午後3時～）
9月5日(金)   スクランブル（午前10時30分～）
　　　　　     二瀬本コミュニティセンター（午前11時～）
　　　　　     花上多目的集会所（午後1時～）
　　　　　     上差尾興梠商店（午後1時45分～）
　　　　　     大久保公民館（午後2時20分～）
　　　　　     菅尾まこと薬局駐車場（午後3時～）

矢部地区
　  月　日 　　　巡回場所・時間
9月17日(水)  金内公民館（午前9時45分～）
　　　　　　　こころ（午前10時30分～）
　　　　　　　島木のお店（午前11時15分～）
　　　　　　　矢部中学校（午後1時10分～）
　　　　　　　白小野（午後2時～）
　　　　　　　さくらんぼ愛園（午後2時10分～）
　　　　　　　大地（午後2時35分～）
9月18日（木）  稲生野（午前9時45分～）
　　　　　　　一の瀬（午前10時20分～）
　　　　　　　よってはいよ（午前11時～）
　　　　　　　あおぞら（午後1時35分～）
　　　　　　　富士ラーメン（午後2時～）
　　　　　　　白糸事務所（午後2時30分～）
　　　　　　　笈石（午後3時～）
　　　　　　　菅（午後3時20分～）
9月19日(金)  風ノ木（午前10時～）
　　　　　　　浜美荘（午前10時30分～）
　　　　　　　千寿苑（午後0時30分～）
　　　　　　　大矢荘（午後1時15分～）
　　　　　　　光露館（午後1時40分～）
　　　　　　　彩雲苑・すみれ（午後2時～）

清和地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　巡回場所・時間
9月9日（火）  小峰保育園（午前10時～）  清和小学校（午前10時30分～）
　　　　　     清和総合支所（午後0時30分～）  清和中学校（午後1時～）
　　　　　     大川保育園（午後1時30分～）
9月10日（水） 原尻公民館（午前10時～）  花高原（午前10時30分～）
　　　　　     井無田診療所横（午前11時～）  
　　　　　     支援ハウス（午後1時～）
　　　　　     清和児童育成クラブ（午後3時30分～）

図書館情報
 －読書とは、自分の小ささを知ることです－

●お問い合わせ・本館 ７３-１６１６  ・清和 ８２-３０３３  ・蘇陽 ７３-２７５５
●休館日：全館共通（月曜日・月末日・祝日・お盆・年末年始）

今月のおすすめの本

第151回 直木三十五賞・芥川龍之介賞決定！

直木賞・芥川賞
もっと知りたくなったら
こちらもおすすめです。

直木賞を受賞した「破門」は「疫病神」「国境」「暗礁」
「螻蛄（けら）」と続く、通称疫病神（やくびょうがみ）
シリーズ 5 作目です。アンダーグラウンドな世界
を題材に取り扱っていますが、自称建設コンサル
タントの二宮と経済ヤクザの桑原という、相性最悪
のふたりが繰り広げるスピード感あふれるやり取り
を中心にどんどん引き込まれていきます。

芥川賞を受賞した「春の庭」は離婚したばかりの
男性が、隣の家へ侵入しようとする女性を見つけ
ます。注意しようと声をかけますが、女性には訳が
あって・・・。人々の何気ない日常を描いた小説
を多く発表している柴崎氏。「きょうのできごと」
という小説は行定勲監督により映画化されました。

天童荒太氏の代表作ともいえる「家族
狩り」。ドラマ化された事もあり、再度
読まれる方も多い小説です。「馬見原警
部」という登場人物の名前に、みなさ
んは聞き覚えがあるのではないしょう
か。そう、山都町のみなさんにはおなじ
みの地名ですね。文庫版家族狩り第2
部「遭難者の夢」の作者あとがきをぜ
ひ読んで見てください。なぜこの名前に
なったのか、その秘密がわかりますよ。

家族狩り（文庫版全5巻）
天童　荒太著
新潮文庫　NDC913

第151回 直木三十五賞

「破門」
黒川博行著 

角川書店　NDC913

「芥川賞・直木賞150回全記録」
「直木賞受賞エッセイ集成」　
　　　　　　　　　　　　　　　　　文藝春秋
受賞者たちの写真がふんだんに掲載されている「全記
録」と、直木賞受賞者のエッセイ集です。当時の記録と
エピソードも知ることが出来る2冊です。

「太宰治賞2014」　
筑摩書房編集部

筑摩書房が1965年に開設した小
説の新人賞です。
2013年の受賞作は岩城けい氏の
「さようならオレンジ」でし
た。2014年受賞作は井鯉こま氏
の「コンとアンジ」です。
新しい才能に大注目です！

　下記日程において図書館が休館となります。
返却には、各館の返却ボックスをご利用くださ
い。また、DVD・CD は破損する恐れがありま
すので、必ずカウンターにて返却して下さい。
ご迷惑をおかけ致しますがご協力宜しくお願い
いたします。

本館：9月6日（土）・7日（日）
※清和分館・蘇陽分館は開館します。

　返却期限が過ぎた図書館の本がお家にありま
せんか？本の貸し出し期限は2週間です。図書館
では返却期限を過ぎた方へ、ハガキまたは電話
連絡にて確認をさせて頂いています。
　　　また、各公民館等で借りた本も図書館で
　　　返却できます。多くの方へ本が貸出でき
　　　るようご協力を宜しくお願い致します。

未返却の本が
お家にありませんか？

休館日のお知らせ
くろ かわ ひろ ゆき

第151回 芥川龍之介賞

 「春の庭」
柴崎友香著   

文藝春秋  NDC913

しば さき とも   か
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山都警察山都警察署・署協議会だより署協議会だより山都警察署・署協議会だより 山都警察署
TEL72ー 0110
山都警察署

TEL72ー 0110
山都警察署

TEL72ー 0110

犯　罪犯　罪

交通事故交通事故

保健センターだよりvol.36
成人用肺炎球菌ワクチン定期接種について成人用肺炎球菌ワクチン定期接種について

水痘ワクチン定期接種について水痘ワクチン定期接種について（平成26年10月～）（平成26年10月～）

平成26年 10月より定期接種となります。
　現在、70 歳以上の方を対象に助成を行っていますが、定期化に伴い 10 月からは下記のいずれかに該当する方
のみ、接種対象になります。

1

2

　60 歳以上 65 歳未満の者であって、
心臓、腎臓若しくは呼吸器の機能又
はヒト免疫不全ウイルス（HIV）に
よる免疫の機能に障害を有する方

※接種をご希望の方は、10 月 1 日以降に予 
　診票を発行しますので、母子手帳を持って
　各保健センターへお越しください。１歳未
　満のお子様については、赤ちゃん訪問や健
　診等で予診票をお渡しします。

○定期接種の接種機会は生涯を通じて１回のみです。
○過去に肺炎球菌ワクチン（ニューモバックス）の接種を受けたことがある方は対象外となります。
　（山都町では当ワクチンの助成制度を実施していましたので、助成制度を利用され
　 た方は定期接種の対象外となります。）
○ 27 年度から30 年度までは毎年その年度に 65、70、75、80、85、90、95、 
　100歳になる方のみ対象となります。対象年齢以外の方が接種される場合は、任 
　意接種となり全額自己負担となります。
○ 31年度より、新たに65歳になる方のみ定期接種の対象となります。
○定期接種が始まるまでは、今まで同様 70歳以上の方に生涯で１回に限り、一部助
　成を行います。接種を希望される方は健康福祉課で申請をして下さい。
○接種対象者が自らの意思で接種を希望していることを確認できない場合、接種ができません。

　今年度65,70 ,75 ,80 ,85 ,90、
95,100,101歳以上になる方

平成 26年度の接種対象者

注　意接種について

年　齢 対象生年月日
65歳 昭和24年４月２日生～昭和25年４月１日生の方
70歳 昭和19年４月２日生～昭和20年４月１日生の方
75歳 昭和14年４月２日生～昭和15年４月１日生の方
80歳 昭和９年４月２日生～昭和10年４月１日生の方
85歳 昭和４年４月２日生～昭和５年４月１日生の方
90歳 大正13年４月２日生～大正14年４月１日生の方
95歳 大正８年４月２日生～大正９年４月１日生の方
100歳 大正３年４月２日生～大正４年４月１日生の方
101歳以上
（平成26年度のみ） 大 正 ３ 年 ４ 月 １ 日 以 前 の 生 ま れ の 方

標準的 経過措置（平成26年度限り）

対 象 者 生後12月から生後36月に至るまでの間にある者 生後36月から生後60月に至るまでの間にある者

接 種 回 数 ２回 1回

接 種 期 間
生後12月から生後15月に至るまでに初回接種を
行い、追加接種は初回接種終了後6月から 12月に
至るまでの間隔をおいて1回行う。

平成26年 10月 1日から
平成27年 3月 31日までに1回

自己負担額 なし

そ の 他
○既に水痘に罹ったことがある者は接種対象外とする。
○任意接種として既に水痘ワクチンの接種を受けたことがある者は、既に接種した回数分の接種を受けたも
　のとみなす。

接種期間 平成26年 10月１日～
平成27年３月 31日

接種回数 １回

自 己 負
担 額

接種総額から公費負担額
を差引いた、

残りの額　　　
（自己負担額は、医療機関に
  よって違います。）
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の
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話
を
、
今
号
か
ら
３
回
に
亘
っ
て
紹

介
す
る
。

 「
キ
ツ
ネ
に
ば
か
さ
れ
た
？
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
そ
の
①
〜
」

　

日
本
に
お
け
る
キ
ツ
ネ
の
研
究
の
第
一
人
者

が
中
園
先
生
で
あ
る
。
中
園
先
生
が
キ
ツ
ネ
研

究
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
さ
れ
た
の
は
、
旧
矢
部
町

だ
。
今
か
ら
40
数
年
前
、
中
園
先
生
は
、
野
生

動
物
の
行
動
調
査
と
し
て
新
し
い
手
法
で
あ
っ

た
「
ラ
ジ
オ
テ
レ
メ
ト

リ
ー
法
」
を
使
っ
て
調

査
研
究
を
進
め
、
キ
ツ

ネ
の
社
会
構
造
を
明
ら

か
に
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

　

今
か
ら
36
年
前
に

な
る
が
、
私
は
、
矢
部

高
校
で
中
園
先
生
と
同

勤
し
た
機
会
に
、
中

園
先
生
の
キ
ツ
ネ
調

査
を
手
伝
わ
せ
て
も

ら
っ
た
。

　

そ
の
頃
、
中
園
先

生
は
、
学
校
の
勤
務

が
終
わ
る
と
、
ほ
ぼ

毎
日
キ
ツ
ネ
の
調
査

に
出
か
け
ら
れ
て
い

た
。
キ
ツ
ネ
に
発
信
器
の
つ
い
た
首
輪
を
取
り

付
け
、
電
波
を
頼
り
に
キ
ツ
ネ
の
行
動
を
調
べ

る
の
だ
。
私
も
一
日
置
き
く
ら
い
に
調
査
に
同

行
し
た
。
そ
し
て
、
月
に
一
度
は
、
週
休
日
に

24
時
間
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

　

キ
ツ
ネ
に
つ
い
て
の
聞
き
込
み
調
査
も
行
わ

れ
て
い
た
。
地
元
の
人
達
か
ら
、
キ
ツ
ネ
に
ば

か
さ
れ
た
話
を
聞
く
こ
と
も
あ
っ
た
。例
え
ば
、

「
宴
会
の
帰
り
道
に
、
気
が
つ
い
た
ら
田
ん
ぼ

の
中
に
寝
て
い
た
。」
な
ど
の
話
が
あ
っ
た
が
、

ど
う
も
酒
を
飲
ん
だ
と
き
の
失
敗
が
、
キ
ツ
ネ

の
仕
業
に
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
あ
る
日
、
私
た
ち
は
と
て
も
不

思
議
な
体
験
を
し
た
。
梅
雨
の
終
わ
り
頃
で

あ
っ
た
ろ
う
か
。
こ
の
日
も
、
中
園
先
生
の
調

査
に
同
行
し
て
24
時
間
の
追
跡
調
査
を
し
て
い

た
。
こ
の
頃
は
、
数
頭
の
キ
ツ
ネ
に
発
信
器
が

付
け
ら
れ
て
お
り
、
電
波
を
受
信
し
て
そ
れ
ぞ

れ
の
キ
ツ
ネ
の
位
置
を
地
図
上
に
記
録
し
な
が

ら
、
原
野
を
車
で
移
動
す
る
の
だ
。
こ
の
日
、

あ
る
一
頭
の
キ
ツ
ネ
の
電
波
を
キ
ャ
ッ
チ
し
た
。

（
次
号
に
続
く
）

矢
部
郷
自
然
観
察
会　

代
表　

藤
吉　

勇
治

21 年 22 年 23 年 24 年 25 年 26 年
年間発生件数 47 41 41 37 36
上半期 28 20 19 24 20 27

<過去６年間の刑法犯の発生件数>

21 年 22 年 23 年 24 年 25 年 26 年
年間発生件数 36（0）45（2）39（1）35（0）42（1）
上半期 19（0）26（1）20（1）17（0）23（0）15（1）
<過去６年間の人身事故発生件数※（）内は死者数>

刑法犯多発中
～とにかくカギ掛け！～

減少傾向も油断ならず
～速度の抑制が一番の鍵～

　刑法犯は、本年６月末現在、27件（前年同期比＋７件）発生するなど、増加傾向に
あります。特に目立つのは、暴行や器物損壊、オートバイ盗（施錠なし）、器物損壊、
車上ねらい等です。
　外出する際は必ず戸締りをし、短時間でも自動車や自転車から離れる際は、必ずカ
ギを掛けましょう。
　警察署では、右表の「不審者（車）すぐメモ帳」を全世帯に配付します。電話の近
くや玄関にボールペンと一緒に置いていただき、不審者等を見かけられた場合、同メ
モ帳を活用し、110 番通報、山都警察署へのご連絡をお願いします。
～あなたの目、あなたの耳が捜査官～

　人身交通事故は、本年６月末現在 15件（前年同時期－８件）と昨年に比べ減少し
ていますが、一歩間違えれば重大事故に繋がる可能性のある速度超過が原因の交通
事故が発生しています。
　特に国道 218 号、445 号において、直線からカーブに差し掛かる際、十分な減速をしなかったためにカーブを曲
がりきれずそのまま路外に転落する事故が発生しています。
　カーブに差し掛かる前は、必ず減速し、道路状況に応じた運転を心がけましょう。

スーパーにおける防犯活動

保育園における交通安全教室
●矢部保健センター
　（山都町矢部保健センター千寿苑内）　７３－１６００
●清和保健センター　　　　　　　　　８２－２９００
●蘇陽保健センター
　（蘇陽総合支所健康福祉課内）　　　　８３－１１１１

問
い
合
わ
せ
先
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★
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果
★

町
内
小
学
生
児
童
へ

　
　

ち
ゃ
ぐ
り
ん
寄
贈

　

７
月
９
日
、
中
央
公
民
館
で「
ち
ゃ

ぐ
り
ん
８
月
号
」
の
寄
贈
が
あ
り
ま

し
た
。ち
ゃ
ぐ
り
ん
と
は
、C

hild

（
子

ど
も
）、A

griculture

（
農
業
）、

G
reen

（
み
ど
り
・
自
然
）
の
３
つ
を

合
わ
せ
た
造
語
で
、
そ
れ
ら
の
重
要

性
を
訴
え
る
た
め
、
農
協
が
毎
月
発

行
し
て
い
る
子
ど
も
雑
誌
で
す
。当
日

は
、
町
内
の
小
学
４
年
生
全
児
童
と

担
任
用
に
、
農
協
職
員
か
ら
山
下
教

育
長
へ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
27
日
、
蘇
陽
林
業
者
等
健
康

増
進
施
設
で
三
園
合
同
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
毎
年
一
回
、
馬
見
原
・

菅
尾
・
二
瀬
本
保
育
園
の
園
児
と

保
護
者
が
保
育
園
の
枠
を
超
え
て

交
流
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
は
、
玉
入
れ
、
囲
碁
ボ
ー

ル
、
室
内
ペ
タ
ン
ク
な
ど
の
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
を
行
い
ま
し
た
。

　

年
々
、参
加
チ
ー
ム
が
減
少
傾

向
に
あ
る
町
長
旗
争
奪
ナ
イ

タ
ー
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で
す
が

昨
年
よ
り
1
チ
ー
ム
多
い
計
12

チ
ー
ム
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。7
月
22
日
か
ら
6
日
間
に
わ

た
り
予
選
と
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

と
試
合
を
行
い
、各
チ
ー
ム
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
白
熱

し
た
試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、決
勝
戦
の
下
矢
部
西
部

対
稲
生
野
戦
で
は
両
チ
ー
ム
激
し

い
ス
パ
イ
ク
の
打
ち
合
い
や
巧
み

な
ネ
ッ
ト
プ
レ
ー
な
ど
で
会
場
を

湧
か
せ
ま
し
た
。最
終
セ
ッ
ト
は

接
戦
の
末
、下
矢
部
西
部
が
僅
差

で
約
30
数
年
ぶ
り
の
優
勝
を
勝

ち
取
り
ま
し
た
。

三
園
合
同

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

　

７
月
14
日
、馬
見
原
中
央
老
人
ク
ラ

ブ
の
皆
さ
ん
と
蘇
陽
南
小
学
校
２
年
生

児
童
に
よ
る
世
代
間
交
流
事
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。今
回
、行
わ
れ
た
催
し
は

小
豆
植
え
。２
年
生
児
童
16
人
が
老
人

ク
ラ
ブ
の
方
た
ち
に
植
え
方
な
ど
を
教

わ
り
な
が
ら
、小
豆
を
植
え
ま
し
た
。

実
際
に
小
豆
植
え
を
体
験
し
た
児
童

か
ら
は
、「
植
え
る
の
が
楽
し
か
っ
た
」や

「
小
豆
が
大
き
く
な
っ
て
食
べ
る
の
が
楽

し
み
」と
言
っ
た
感
想
が
聞
け
ま
し
た
。

ま
た
、老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
か
ら
、「
子

ど
も
た
ち
の
元
気
の
い
い
声
を
聞
い
て
い

る
と
、自
分
た
ち
の
励
み
に
な
る
。こ
れ

か
ら
も
世
代
間
交
流
を
続
け
て
い
き
た

い
。」と
いっ
た
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

「
山
都
ス
ペ
シ
ャ
ル
・

　

セ
レ
ク
ト
」販
売
開
始
！

　

道
の
駅「
通
潤
橋
」で
新
商
品
の
販
売

が
始
ま
り
ま
し
た
。商
品
は
黒
米
う
ど

ん
や
ト
マ
ト
の
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
な
ど
。

ど
の
商
品
も
町
内
の
生
産
者
や
飲
食
店

が
開
発
し
た
も
の
で
、
町
内
に
数
多
く

あ
る
観
光
資
源
を
外
へ
発
信
し
て
い
こ

う
と
商
工
会
が
商
品
開
発
や
販
路
の
拡

大
を
支
援
し
、
商
品
の
販
売
を
開
始
。

平
成
24
年
か
ら
、
試
食
会
や
調
理
方
法

な
ど
の
開
発
を
進
め
て
き
ま
し
た
。ま

た
、
販
売
に
際
し
て
は
統
一の
ブ
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
を
作
成
し
、２
年
間
の
研
究
な
ど

を
経
て
13
品
目
の
商
品
が
完
成
。今
回

は
６
品
目
の
販
売
が
店
頭
に
並
び
ま
し

た
。今
後
は
販
路
の
拡
大
や
、更
な
る
商

品
の
開
発
を
進
め
て
い
か
れ
ま
す
。

宝
く
じ
助
成
事
業
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品
を
整
備

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り
、
上
差
尾
自

治
振
興
区
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

セ
ッ
ト
や
テ
ン
ト
、
音
響
設
備
な
ど

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品
が
整
備

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
宝
く

じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、

宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と

し
て
実
施
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
で
、
財
団
法
人
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
が
助
成
決
定
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。
今
後
の
上
差
尾
自
治
振

興
区
の
益
々
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

一緒
に
植
え
た
小
豆
植
え

　
７
月
24
日
、
白
糸
保
育
園
と
浜
町

保
育
園
の
園
児
が
川
遊
び
体
験
を
し
ま

し
た
。
夏
に
な
り
、
川
で
遊
ぶ
機
会
が

増
え
る
な
か
、
水
に
よ
る
事
故
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
ず
の
と
ら

ベ
ル
隊
が
主
催
に
な
り
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
川
に
行
く
前
に
白
糸
保
育
園
で
寸

劇
に
よ
っ
て
川
の
危
険
な
個
所
や
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
説
明
を
受
け
た
園
児
た

ち
は
、
実
際
に
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着

て
、川
遊
び
を
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
が
な
い
場
合
の
ペッ
ト

ボ
ト
ル
や
お
菓
子
の
袋
を
使
っ
た
浮
か

び
方
な
ど
も
学
び
ま
し
た
。

楽
し
く
川
で
遊
ぶ
た
め
に

第10回町長旗争奪ナイターバレーボール大会
平成26年 7月22日 (火 )～29日 (火 )　優　勝　　下矢部西部

　準優勝　　稲生野
　３　位　　大御所、下名連石

優勝した下矢部西部準優勝　稲生野

スパイクを放つ下矢部西部の
藤山裕基さん
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派

遣

社

員

募

集

　

電
話
連
絡
の
う
え
、
履
歴
書
を
持
参
ま

た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
面
接

日
程
を
連
絡
し
ま
す
。

①
障
が
い
者
の
生
活
支
援
業
務

▼
年
齢

　

不
問

▼
資
格

　

普
通
自
動
車
免
許

▼
雇
用
期
間

　

随
時
〜
６
ヶ
月
間

　

※
継
続
あ
り

▼
賃
金
形
態

　

時
給
８
５
０
円

　
（
別
途
通
勤
費
あ
り
）

▼
勤
務
地

　

矢
部
地
区

▼
就
業
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

▼
休
日

　

土
曜
日
、
日
曜
日

②
店
舗
作
業
業
務

▼
年
齢

　

不
問

▼
資
格

　

レ
ジ
の
取
り
扱
い
に
慣
れ
た
方
優
遇

▼
雇
用
期
間

お
し
ら
せ
版

　

随
時
〜
約
半
年
間

　

※
継
続
あ
り

▼
賃
金
形
態

　

時
給
６
６
４
円

▼
勤
務
地

　

矢
部
地
区

▼
就
業
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
８
時

　
（
う
ち
５
時
間
程
度
）

▼
休
日

　

シ
フ
ト
に
よ
る
（
週
１
日
）

③
保
育
士
業
務

▼
年
齢

　

不
問

▼
資
格

　

保
育
士
資
格

▼
雇
用
期
間

　

随
時
〜
11
月
30
日

▼
賃
金
形
態

　

月
給
１
４
１
，
２
０
０
円

　
（
別
途
通
勤
費
・
賞
与
あ
り
）

▼
勤
務
地

　

町
内

▼
就
業
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▼
休
日

　

土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
祭
日

（
土
曜
日
は
隔
週
で
半
日
勤
務
＝
指
定

休
取
得
調
整
）

④
ヘ
ル
パ
ー
・
介
護
福
祉
士

▼
年
齢

　

不
問

▼
資
格

　

▽
ヘ
ル
パ
ー

　
　

ヘ
ル
パ
ー
３
級
以
上

　

▽
介
護
福
祉
士

　
　

介
護
福
祉
士

▼
雇
用
期
間

　

随
時
〜
約
半
年
間

　

※
継
続
あ
り

▼
賃
金
形
態

　

時
給
７
５
０
円
以
上

　
（
別
途
通
勤
費
あ
り
）

▼
勤
務
地

　

町
内

▼
就
業
時
間

　

シ
フ
ト
に
よ
る

▼
休
日

　

シ
フ
ト
に
よ
る

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

㈱
ま
ち
づ
く
り
や
べ
人
材
派
遣
事
業
部

　
（
72

－

２
８
６
１
）

　
【
商
工
観
光
課
（
72

－

１
１
５
８
）】

熊
本
県
障
が
い
者
技
能
競
技
大
会

（
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
熊
本
大
会
）

参

加

者

募

集

　

障
が
い
の
あ
る
方
が
、
日
ご
ろ
培
っ
た

技
能
を
互
い
に
競
い
合
う
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
職
業
能
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

広
く
障
が
い
者
雇
用
に
対
す
る
社
会
の
理

解
と
認
識
を
深
め
、
そ
の
雇
用
の
促
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

　

11
月
30
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

▼
会
場

　

熊
本
県
職
業
訓
練
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
合
志
市
）

▼
募
集
競
技

Ｄ
Ｔ
Ｐ
、
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
、
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
、

ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
、
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
パ
ソ
コ
ン
組
立
、

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
喫
茶
サ
ー
ビ
ス
、

製
品
パ
ッ
キ
ン
グ
、
縫
製
、
木
工
、
パ

ソ
コ
ン
デ
ー
タ
入
力

※
参
加
者
少
数
の
場
合
、
競
技
を
実
施

し
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
方
法

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

う
え
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
申
込
書
は
健
康
福
祉
課
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。

▼
申
込
締
切

　

９
月
12
日
㈮

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構

熊
本
高
齢
・
障
害
者
雇
用
支
援
セ
ン

タ
ー
（
０
９
６

－

３
１
１

－

５
６
６
０
）

【
健
康
福
祉
課
（
72

－

１
２
２
９
）】

森
林
自
然
観
察
・
体
験
教
室  

小
岱
山

　

秋
の
野
の
花
の
観
察
や
小
岱
山
の
歴
史

等
の
説
明
を
し
ま
す
。

▼
日
時

９
月
21
日
㈰  

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

（
小
雨
決
行
）

▼
集
合
場
所

小
岱
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

（
玉
名
市
）

▼
定
員

40
人

▼
参
加
費

５
０
０
円
（
保
険
料
お
よ
び
資
料
代
、

小
学
生
以
下
３
０
０
円
）

▼
申
込
方
法

「
第
５
回
森
林
自
然
観
察
・
体
験
教
室

申
し
込
み
」、
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、

電
話
番
号
を
記
載
し
て
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
で
９
月
18
日
㈭
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
６
２

－

８
５
７
０

　
（
住
所
記
載
不
要
）

　

県
森
林
保
全
課
み
ど
り
保
全
班

　
（
０
９
６

－

３
３
３

－

２
４
５
０
）

熊
本
県
職
員
・
警
察
官
採
用
試
験

▼
試
験
の
種
類

①
短
期
大
学
卒
業
程
度
（
学
校
図
書
館

事
務
）

②
高
等
学
校
卒
業
程
度
（
一
般
事
務
、

警
察
事
務
、
教
育
事
務
、
一
般
土
木
、

農
業
土
木
）

③
免
許
資
格
職
（
保
育
士
、
看
護
師
）

④
警
察
官
Ｂ

⑤
身
体
障
が
い
者
を
対
象
と
す
る
職
員

採
用
選
考
試
験
（
一
般
事
務
、
教
育

事
務
）

▼
申
込
受
付
締
切

８
月
29
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

▼
第
１
次
試
験
日

①
〜
③　

９
月
28
日
㈰

④
10
月
19
日
㈰

⑤
10
月
26
日
㈰

▼
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
人
事
委
員
会
事
務
局

（
０
９
６

－
３
３
３

－

２
７
３
３
）

「
琥
珀
勾
玉
づ
く
り
」参
加
者
募
集
！

　

県
立
装
飾
古
墳
館
で
は
定
期
的
に
体
験

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
東
日

本
大
震
災
復
興
支
援
企
画
と
し
て
３
年
前

か
ら
実
施
し
て
い
る
「
琥
珀
勾
玉
づ
く
り
」

を
開
催
し
ま
す
。
琥
珀
を
削
っ
て
美
し
い

勾
玉
を
作
り
ま
す
。

▼
日
時

11
月
22
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
12
時
30
分

▼
会
場

県
立
装
飾
古
墳
館
（
山
鹿
市
）

▼
材
料
費

８
７
０
円

▼
申
込
受
付

10
月
１
日
㈬
か
ら
（
要
事
前
申
込
）

▼
募
集

先
着
１
０
０
人

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
立
装
飾
古
墳
館

（
０
９
６
８

－

３
６

－

２
１
５
１
）

く
ま
も
と
健
康
づ
く
り
応
援
店
募
集

　

県
民
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
「
く

ま
も
と
健
康
づ
く
り
応
援
店
」
を
募
集
し

ま
す
！

▼
対
象

飲
食
店
、
弁
当
・
総
菜
店
等

▼
要
件

栄
養
成
分
表
示
や
ヘ
ル
シ
ー
な
メ
ニ
ュ
ー

の
提
供
な
ど
全
９
項
目
の
中
か
ら
取
り

組
む
項
目
を
選
び
実
施
す
る
こ
と

▼
募
集
期
間

10
月
31
日
㈮
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
健
康
づ
く
り
推
進
課

（
０
９
６

－

３
３
３

－

２
２
５
２
）

年

金

相

談

　

９
月
の
年
金
相
談
は
次
の
と
お
り
で

す
。
ご
希
望
の
方
は
事
前
に
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
期
日

　

９
月
12
日
㈮

▼
場
所

　

矢
部
高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
東
年
金
事
務
所

　
（
０
９
６

－

３
６
７

－

２
５
０
３
）

【
健
康
福
祉
課
（
72

－

１
１
７
３
）】

福

祉
・

法

律

相

談

所

　

日
々
の
生
活
の
中
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な

出
来
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
の
相

談
窓
口
が
福
祉
・
法
律
相
談
所
で
す
。
相

談
は
無
料
。
相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。
内
容
に
よ
り
関
係
機
関
へ
の

紹
介
も
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
福
祉
相
談
所

▼
期
日

　

９
月
４
日
㈭　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
会
場

　

千
寿
苑
、
清
楽
苑
、
蘇
陽
総
合
支
所

■
法
律
相
談
所

▼
期
日

　

９
月
18
日
㈭　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
会
場

　

千
寿
苑

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
協
議
会
（
82

－

３
３
４
５
）

相

談

窓

口

も
の
づ
く
り
人
材
の
育
成
や

確

保

の

ご

相

談

は

「
産
業
人
材
強
化
支
援
セ
ン
タ
ー
」

　

県
で
は
、「
産
業
人
材
強
化
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
も
の
づ
く
り
に
係
る
人
材
育
成
の
様
々

な
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
ジ
ョ
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル

く
ま
も
と
」
で
は
、
も
の
づ
く
り
の
人
材

育
成
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
助
成
等
の
情

報
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
内
の
フ
ォ
ー
ム
か
ら
は
人
材
育
成
に

関
す
る
個
別
の
相
談
も
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
け
ま
す
。

▼
主
な
活
動

○
企
業
の
要
望
に
応
じ
た
社
員
研
修
や

セ
ミ
ナ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

○
社
員
や
生
徒
、
学
生
に
見
せ
た
い
専

門
的
な
現
場
や
他
企
業
の
工
場
見
学

等
を
仲
介
し
ま
す
。

○
人
材
の
斡
旋
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
ご

相
談
窓
口
、
Ｕ
タ
ー
ン
情
報
窓
口
を

仲
介
し
ま
す
。

○
企
業
が
主
に
自
社
内
で
実
施
す
る
計

画
的
な
技
術
指
導
・
教
育
訓
練
に
対

し
、
外
部
講
師
を
派
遣
す
る
な
ど
人

材
育
成
を
支
援
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

産
業
人
材
強
化
支
援
セ
ン
タ
ー（
益
城
町
）

（
０
９
６

－

２
８
９

－

２
４
３
８
）

▼
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

ジ
ョ
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル

く
ま
も
と

http://w
w
w
.km
t-ti.

or.jp/job/

募

集
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「平成２６年度防衛大学・防衛医科大学校学生募集」のお知らせ

募集種目 資格 受付期間 試験期日 合格発表 入隊（校）

防衛大学校
学生

推薦

高卒（見込含）21歳未
満の成績優秀かつ生徒
会活動等に顕著な成績
を納め学校長が推薦で
きる方

９月５日
～９月９日

９月27・28日 10月31日

平成27年４月上旬
総合
選抜 高卒（見込含）21 歳未

満の方
（自衛官は 23 歳未満）

９月５日
～９月９日

１次：９月27日
２次：11月１・２日

１次：10月17日
最終：11月28日

一般
（前期）

９月５日
～９月30日

１次：11月８・９日
２次：12月９日
～13日

１次：11月28日
最終：１月20日

防衛医科大学校
医学科学生

高卒（見込含）
21歳未満の方

９月５日
～９月30日

１次：11月１・２日
２次：12月17日

～19日

１次：12月３日
最終合格
平成27年２月18日

平成27年４月上旬

防衛医科大学校
看護学科学生
（自衛官コース）

高卒（見込含）
21歳未満の方

９月５日
～９月30日

１次：10月18日
２次：11月29日

～30日

１次：11月14日
最終合格
平成27年２月６日

平成27年３月下旬
～４月上旬

※現在「航空学生」「一般曹候補生」「自衛官候補生」の各募集種目について受付中です。締め切りは９月９日までとなっております。
▼問い合わせ先　　自衛隊宇城募集案内所　（０９６４－２３－２０４７）

「
地
震
訓
練
」
に
参
加
し
よ
う
！

　

県
で
は
、
誰
も
が
そ
の
時
に
い
る
場
所

で
参
加
で
き
る
地
震
対
応
訓
練
、「
熊
本

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
」
を
実
施
し
ま
す
。

地
震
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、
日
頃
か

ら
の
備
え
と
、
発
生
直
後
の
と
っ
さ
の
行

動
が
不
可
欠
で
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
参
加
し

て
下
さ
い
。

▼
実
施
日

11
月
５
日
㈬　

午
前
10
時
15
分
〜

▼
内
容

○
参
加
者
各
自
の
事
前
学
習

○
地
震
発
生
時
の
安
全
行
動

▼
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
危
機
管
理
防
災
課

（
０
９
６

－

３
３
３

－

２
８
１
１
）

第
36
回
「
少
年
の
主
張
」
熊
本
県
大
会

　

県
内
各
地
域
か
ら
選
考
さ
れ
た
中
学
生

14
人
が
、
日
頃
考
え
て
い
る
こ
と
や
感
じ

て
い
る
こ
と
を
自
ら
の
視
点
で
感
性
豊
か

に
と
ら
え
、
持
ち
時
間
５
分
程
度
で
発
表

し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時

９
月
27
日
㈯　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

▼
場
所

熊
本
県
庁
地
下
大
会
議
室
（
熊
本
市
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
く
ら
し
の
安
全
推
進
課

（
０
９
６

－

３
３
３

－

２
２
９
４
）

熊
本
県
人
権
子
ど
も
集
会

　

部
落
差
別
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
差
別
を

な
く
し
、
一
人
一
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ

る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
行
わ
れ
る
集

会
で
す
。
県
内
の
児
童
生
徒
が
参
加
し
、

子
ど
も
実
行
委
員
の
運
営
に
よ
り
、
体
験
・

活
動
報
告
や
全
体
活
動
な
ど
が
行
わ
れ
ま

す
。
皆
さ
ま
の
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

▼
日
時

10
月
11
日
㈯　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所

パ
ー
ク
ド
ー
ム
熊
本

▼
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
教
育
庁
教
育
指
導
局
人
権
同
和

教
育
課

（
０
９
６

－

３
３
３

－

２
７
０
２
）

Ｊ
Ｏ
Ｂ　

Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ　

２
０
１
４

学
生
等
就
職
面
接
会

　

大
学
（
院
）・
短
期
大
学
・
高
等
専
門

学
校
・
専
修
学
校
を
来
春
卒
業
予
定
の
就

職
未
内
定
の
方
及
び
卒
業
後
概
ね
３
年
以

内
の
方
と
県
内
企
業
と
の
合
同
面
接
会

「job navi 2014 

学
生
等
就
職
面
接
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

　

９
月
17
日
㈬

　

午
後
０
時
45
分
〜
午
後
４
時

▼
場
所

　

グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本

▼
参
加
企
業

　

県
内
に
就
業
場
所
を
有
す
る
企
業
80
社

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
労
働
局
職
業
安
定
部
職
業
安
定
課

　
（
０
９
６

－

２
１
１

－

１
７
０
３
）

【
商
工
観
光
課
（
72

－

１
１
５
８
）】

八
朔
祭
の
古
い
写
真
・
記
録
募
集

　

八
朔
祭
実
行
委
員
会
で
は
、
平
成
26
年

度
八
朔
祭
記
録
作
成
事
業
を
実
施
し
ま

す
。
八
朔
祭
の
継
承
、
活
性
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
記
録
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
冊
子
、
写
真

パ
ネ
ル
を
作
成
し
ま
す
。

　

八
朔
祭
の
古
い
写
真
や
大
造
り
物
の
図

面
等
の
記
録
を
所
持
さ
れ
て
い
る
方
は
、

商
工
観
光
課
（
72

－

１
１
５
８
）
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
商
工
観
光
課
（
72

－

１
１
５
８
）】

夏
季
の
熱
中
症
対
策

　

夏
場
等
の
暑
熱
環
境
下
で
の
作
業
は
、

熱
中
症
を
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
次

の
事
項
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
熱
中
症

の
予
防
は
、『
水
分
を
と
る
こ
と
』『
体
温

の
上
昇
を
抑
え
る
こ
と
』
が
基
本
で
す
。

高
齢
の
方
は
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
気
温
の
高
い
時
間
帯
を
外
し
て
の
作
業

②
休
憩
を
こ
ま
め
に
取
る

③
水
分
を
こ
ま
め
に
取
る

④
ハ
ウ
ス
等
の
施
設
で
は
特
に
気
を
つ

け
る

⑤
汗
を
発
散
し
や
す
い
服
装
を
着
る

⑥
日
陰
で
作
業
で
き
る
よ
う
に
工
夫
す
る

⑦
屋
内
作
業
で
は
風
通
し
を
良
く
し
温
度

が
著
し
く
上
が
ら
な
い
よ
う
に
す
る

⑧
作
業
場
に
熱
源
が
あ
る
場
合
、
加
熱
さ
れ

た
空
気
は
屋
外
に
排
気
す
る

⑨
や
む
を
得
ず
暑
い
と
き
に
作
業
を
す
る

際
は
、
体
調
の
変
化
に
気
を
つ
け
る

⑩
万
一
に
備
え
、
携
帯
電
話
を
必
ず
身
に

つ
け
、
ま
た
緊
急
連
絡
先
も
登
録
し
て

お
く【

農
林
振
興
課
（
72

－

１
１
３
６
）】

浄
化
槽
の
法
定
検
査

　

浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
方
は
、
保
守

点
検
・
清
掃
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
県

知
事
が
指
定
し
た
検
査
機
関
（
熊
本
県
浄

化
槽
協
会
）
が
実
施
す
る
法
定
検
査
を
年

に
１
回
受
検
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
度
か
ら
法
定
検
査
未
受
検
の
方
な

ど
に
対
し
て
お
願
い
の
文
書
を
送
付
し
て

い
ま
す
が
、
返
信
の
な
か
っ
た
方
な
ど
に

対
し
て
改
め
て
確
認
と
お
願
い
の
文
書
を

送
付
し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
８
月
下
旬
に
対
象
者
の

方
に
文
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
同
封
さ

れ
て
い
る
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
熊
本
県
浄
化
槽
協
会
ま
で
返
信
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

送
付
さ
れ
た
文
書
を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
次

の
お
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
浄
化
槽
協
会

（
０
９
６

－
２
８
４

－

３
３
５
５
）

【
住
民
環
境
課
（
72

－

０
７
６
７
）】

浄
化
槽
を
設
置
す
る
方
へ

　

浄
化
槽
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、

熊
本
県
や
役
場
な
ど
に
対
し
必
ず
届
け
出

（
設
置
届
出
書
）
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
浄
化
槽
の
設
置
工
事
を

行
う
業
者
は
、
熊
本
県
へ
の
登
録
、
ま
た

浄
化
槽
整
備
士
の
資
格
が
必
要
で
す
。

「
工
事
費
が
安
い
か
ら
、
知
り
合
い
の
大

工
さ
ん
だ
か
ら
」
な
ど
と
い
っ
た
理
由
か

ら
、
無
届
け
、
無
資
格
で
浄
化
槽
を
設
置

し
た
場
合
は
、
設
置
者
や
設
置
業
者
に
対

し
て
罰
則
（
３
ヶ
月
以
下
の
懲
役
や
30
万

円
以
下
の
罰
金
）
が
科
さ
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
浄
化
槽
を
設
置
し
よ
う
と

す
る
場
合
は
適
切
な
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
町
で
は
適
正
に
浄
化
槽
を
設
置

さ
れ
る
方
に
対
し
て
補
助
金
の
交
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
役
場
住
民
環

境
課
環
境
衛
生
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

住
民
環
境
課
（
72

－

０
７
６
７
）

潜
在
保
育
士
就
職
支
援
研
修
会

　

潜
在
保
育
士
の
保
育
所
就
職
を
支
援
し

ま
す
。

▼
日
付
及
び
場
所

　

○
10
月
９
日
㈭
、
11
月
６
日
㈭

　
　

ヴ
ィ
ー
ブ
ル
（
合
志
市
）

　

○
10
月
17
日
㈮
、
11
月
７
日
㈮

　
　

八
代
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

　

○
10
月
24
日
㈮

　
　

ウ
イ
ン
グ
松
橋

　

○
10
月
28
日
㈫

　
　

玉
名
市
社
会
福
祉
協
議
会

▼
時
間

　

午
後
１
時
〜

▼
対
象

　

保
育
士
資
格
を
有
す
る
人

▼
内
容

講
義
、
体
験
談
、
就
職
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
の
面
談
な
ど

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
保
育
協
会

（
０
９
６

－

３
２
２

－

０
０
３
８
）

熊
本
県
防
災
情
報
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

　

台
風
な
ど
に
よ
る
災
害
が
発
生
し
や
す

い
時
期
で
す
が
、
何
か
災
害
へ
の
備
え
は

し
て
い
ま
す
か
？

　

県
で
は
、
気
象
警
報
や
避
難
勧
告
な
ど

の
情
報
を
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
へ
メ
ー

ル
配
信
す
る
「
熊
本
県
防
災
情
報
メ
ー
ル

サ
ー
ビ
ス
」
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
災
害

か
ら
身
を
も
守
る
た
め
に
は
、
最
新
の
防

災
情
報
の
確
認
が
不
可
欠
で
す
。
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
登
録
し
て
下
さ
い
。

▼
登
録
料

　

無
料
（
通
信
料
は
利
用
者
負
担
）

▼
登
録
専
用
コ
ー
ド空

メ
ー
ル
を
送
信
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
危
機
管
理
防
災
課

（
０
９
６

－

３
３
３

－

２
８
１
１
）

講

演
・

講

習

イ

ベ

ン

ト

お

知

ら

せ
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ギ
リ
シ
ャ　

レ
フ
カ
ダ
市
で
、
ラ

フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン（
小
泉
八
雲
／

１
８
５
０

１
９
０
４
）没
後
１
１
０

年
記
念
事
業
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
レ
フ
カ
ダ
市
か
ら
ハ
ー
ン

の
曾
孫
、
小
泉
凡
氏
を
通
じ
て
、
日

本
の
伝
統
芸
能「
文
楽
」に
ハ
ー
ン
の

作
品「
雪
お
ん
な
」や「
む
じ
な
」な
ど

を
公
演
演
目
に
し
て
い
る
、
清
和
文

楽
人
形
芝
居
を
ぜ
ひ
披
露
願
い
た
い

と
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

ハ
ー
ン
は
、
熊
本
に
ゆ
か
り
が

深
く
、
明
治
24
年
熊
本
に
五
高
の
英

語
教
師
と
し
て
着
任
し
3
年
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。
そ
の
間
に
長
男
が
誕

生
、
ハ
ー
ン
は
熊
本
で
精
力
的
に
文

筆
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
熊
本
を

舞
台
と
し
た
作
品
で
は
、「
石
仏
」や

「
夏
の
日
の
夢
」、「
願
望
成
就
」、「
九

州
の
学
生
と
と
も
に
」、「
停
車
場
で
」

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ハ
ー
ン
は
、

熊
本
を
離
れ
た
翌
年
の
明
治
28
年

（
１
８
９
５
）に
帰
化
し「
小
泉
八
雲
」

に
改
名
。「
熊
本
の
３
年
間
は
、
私
の

文
学
修
行
の
中
で
最
も
意
義
あ
る
３

年
間
で
あ
っ
た
」と
後
に
振
り
返
っ
て

い
ま
す
。

作
品
怪
談
の
中
の「
雪
お
ん
な
」は
、

脚
本
を
半
藤
一
利
が
担
当
し
作
成
さ

れ
、
清
和
文
楽
人
形
芝
居
保
存
会
が

公
演
し
て
い
ま
す
。

清
和
文
楽
は
、
１
６
０
年
間
、
農

家
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
大
切
に
伝
承

さ
れ
て
き
た
素
朴
な
農
村
文
化
芸
能

で
あ
り
ま
す
。
昭
和
54
年
に
熊
本
県

の
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、

平
成
４
年
に
開
館
し
た
九
州
で
唯
一

の
人
形
芝
居
専
用
劇
場『
清
和
文
楽

館
』で
、
年
間
１
５
０
回
前
後
の
公
演

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

ギ
リ
シ
ャ
公
演
に
あ
た
っ
て
は
、

「
清
和
文
楽
ギ
リ
シ
ャ
公
演
実
行
委
員

会
」（
副
島　

隆
実
行
委
員
会
長
他
９

名
）が
組
織
さ
れ
、
海
外
公
演
に
あ
た

っ
て
の
渡
航
手
続
き
や
経
費
な
ど
の

全
て
の
窓
口
を
引
き
受
け
今
回
の
事

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
長
で
あ
る
副
島
氏
は
、（
株
）お

菓
子
の
香
梅
の
代
表
取
締
役
会
長
で
、

熊
本
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
協
会
会
長
で
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
旧
清
和
村
時
代

か
ら
今
日
ま
で
、
栗
を
使
っ
た
特
産

品
の
開
発
の
協
力
や
清
和
文
楽
人
形

芝
居
の
支
援
な
ど
に
も
尽
力
戴
い
て

い
ま
す
。

小
泉
八
雲
資
料
館
の
記
念
式
典

〜
レ
フ
カ
ダ
市
長
・
駐
ギ
リ
シ

ャ
大
使
も
出
席
〜

レ
フ
カ
ダ
市
文
化
セ
ン
タ
ー
に
、

八
雲
の
作
品
や
写
真
を
展
示
し
た
資

料
館
も
オ
ー
プ
ン
し
、
そ
の
式
典
に

人
形
と
共
に
参
加
し
ま
し
た
。
式
典

に
は
、
西
林
万
寿
夫
駐
ギ
リ
シ
ャ
大

使
や
レ
フ
カ
ダ
市
長
も
出
席
さ
れ
、

小
泉
凡
氏
が「
資
料
館
の
展
示
品
を
通

じ
て
世
界
の
人
々
に
八
雲
の
こ
と
を

知
っ
て
ほ
し
い
と
」挨
拶
。

〜
夕
闇
に
清
和
文
楽
人
形
が
映

え
、
幻
想
的
な
人
形
芝
居
に
喝

采
！
！
！
〜

７
月
６
日
の
公
演
に
は
、
５
０
０

人
を
越
え
る
来
場
者
が
あ
り
、
45
分

間
の
公
演
映
時
間
中
も
席
を
立
つ
人

は
な
く
、
公
演
終
了
後
に
は
盛
ん
な

拍
手
と
歓
声
が
約
１
分
間
鳴
り
止
み

ま
せ
ん
で
し
た
。

公
演
後
、
倉
岡
清
和
文
楽
人
形
芝

居
保
存
会
会
長
が「
ぜ
ひ
日
本
に
、
そ

し
て
山
都
町
に
こ
ら
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
お
り
ま
す
」と
御
礼
の
挨
拶
を
さ

れ
る
と
再
び
拍
手
の
嵐
で
し
た
。
そ

の
後
の
人
形
の
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
で

は
、
記
念
写
真
を
撮
る
人
、
質
問
す

る
人
、
握
手
を
求
め
る
人
な
ど
、
思

い
思
い
の
交
流
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

海
外
公
演
を
実
行
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
土
地
柄
や
文
化
、
考
え
方
の

違
い
な
ど
か
ら
様
々
な
支
障
を
き
た

す
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
が
、
実
際

に
現
地
に
行
っ
て
み
る
と
、
受
け
入

れ
態
勢
や
、
公
演
会
場
の
舞
台
設
定

や
通
訳
な
ど
事
前
の
打
合
せ
と
は
異

な
る
こ
と
が
多
く
、
特
に
舞
台
設
営

が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ス
タ
ッ
フ
総
動

員
で
設
営
に
取
り
組
み
、
現
地
添
乗

員
や
通
訳
に
も
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て

準
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

製
作
は
深
夜
に
及
び
ま
る
２
日
間

を
要
し
ま
し
た
が
立
派
な
舞
台
設
営

が
で
き
ま
し
た
。
現
地
か
ら
は
、
ギ

リ
シ
ャ
語
の
字
幕
が
必
要
と
の
要
望

も
あ
り
ま
し
た
が
、
上
演
前
に
出
演

人
形
の
紹
介
と
あ
ら
す
じ
を
ギ
リ
シ

ャ
語
で
朗
読
す
る
こ
と
に
よ
り
少
し

で
も
現
地
の
方
々
に
理
解
で
き
る
よ

う
な
工
夫
が
さ
れ
ま
し
た
。

〜
公
演
の
成
功
に
手
応
え
、
清

和
文
楽
人
形
芝
居
を
世
界
に
発

信
〜深

夜
の
反
省
会
で
は
、
参
加
者
全

員
が
感
想
を
述
べ
ら
れ
、
皆
さ
ん
一

応
に
感
激
と
感
動
の
様
子
で
、
上
演

の
手
応
え
を
口
に
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
今
回
の
公
演
の
実
行
委
員

長
で
あ
る
副
島
隆
会
長
は
、「
私
は
、

清
和
村
時
代
か
ら
清
和
村
に
い
ろ
い

ろ
な
形
で
関
わ
り
を
持
た
せ
て
い
た

だ
い
た
が
、
改
め
て
清
和
文
楽
人
形

芝
居
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
そ
し
て
、
今
日
の
感

動
は
清
和
文
楽
と
山
都
町
の
素
晴
ら

し
さ
を
再
認
識
す
る
大
変
貴
重
な
経

験
で
し
た
。
ま
た
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

や
イ
タ
リ
ア
の
公
演
で
も
実
感
し
た

こ
と
だ
が
、
一
流
の
文
芸
や
文
化
に

言
葉
は
要
ら
な
い
、
清
和
文
楽
人
形

芝
居
に
通
訳
は
な
く
と
も
、
言
葉
は

通
じ
な
く
て
も
心
と
体
で
理
解
し
て

も
ら
え
る
ん
で
す
。
私
は
、
清
和
文

楽
人
形
芝
居
は
国
境
や
言
語
を
越
え

た
一
流
の
文
化
で
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。」
と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
公
演
は
、
国
際
交
流
と
い

う
点
で
も
大
き
な
成
果
を
収
め
る
こ

と
が
で
き
た
と
い
え
ま
す
。

今
後
は
、
凱
旋
公
演
や
写
真
展
等

が
清
和
文
楽
館
や
鶴
屋
ホ
ー
ル
、
お

菓
子
の
香
梅
な
ど
で
山
都
町
物
産
展

と
併
せ
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

ギ
リ
シ
ャ
公
演
を
契
機
と
し
て
、

清
和
文
楽
人
形
芝
居
の
農
村
文
化
と

山
都
町
の
歴
史
や
文
化
の
素
晴
ら
し

さ
と
、
美
し
い
自
然
や
優
れ
た
農
産

物
を
情
報
発
信
し
地
域
振
興
に
繋
げ

ら
れ
る
こ
と
に
大
き
な
期
待
が
高
ま

り
ま
す
。

〜
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン（
小
泉
八
雲
）没
後
１
１
０
年
記
念
〜

清
和
文
楽
人
形
芝
居
「
雪
お
ん
な
」
ギ
リ
シ
ャ
公
演

清
和
文
楽
人
形
芝
居
保
存
会
（
倉
岡
輝
司
会
長
、
14
名
）
が
、
７
月
１
日
か
ら

９
日
ま
で
の
日
程
で
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
（
小
泉
八
雲
）
の
生
誕
の
地
、

ギ
リ
シ
ャ
・
レ
フ
カ
ダ
島
を
訪
問
し
、「
雪
お
ん
な
」
の
公
演
や
交
流
を
行
い
ま

し
た
。

日本国大使公邸にて

出演者・人形紹介

リハーサル

ふれあいタイム
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山
都
町
人
権
を
考
え
る

町
民
の
集
い

７
月
29
日
（
火
）、
山
都
町
矢

部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
千
寿

苑
」
に
お
い
て
人
権
を
考
え
る

町
民
の
集
い
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。今

回
は
、
ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
全

日
本
女
子
主
将
で
ロ
ン
ド
ン
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト

の
浦
田
理
恵
さ
ん
を
講
師
に
お

迎
え
し
、「
自
分
ら
し
く
き
ら
き

ら
生
き
る
」
と
題
し
、
人
権
講

演
会
を
行
い
ま
し
た
。

熊
本
県
南
関
町
生
ま
れ
の
浦

田
さ
ん
は
、
教
師
を
目
指
し
福

岡
で
学
生
生
活
を
過
ご
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
頃
か
ら
視

力
が
急
速
に
低
下
し
、「
網
膜
色

素
変
性
症
」
と
診
断
さ
れ
、
左

目
の
視
力
は
な
く
な
り
、
右
目

も
95
％
の
視
野
が
欠
損
し
強
い

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
も
の
し
か
見

え
な
く
な
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

講
演
で
は
、
視
力
が
低
下
し

た
当
時
の
苦
悩
、
挫
折
感
等
か

ら
引
き
こ
も
り
に
な
っ
た
こ
と

や
、
そ
の
こ
と
を
乗
り
越
え
る

こ
と
が
で
き
た
家
族
の
支
え
、

施
設
で
の
訓
練
で
出
会
っ
た
講

師
や
仲
間
と
の
ふ
れ
あ
い
に
よ

る
心
境
の
変
化
、
ゴ
ー
ル
ボ
ー

ル
と
の
出
会
い
、
そ
し
て
金
メ

ダ
ル
を
掴
む
た
め
の
取

り
組
み
等
に
つ
い
て
話

さ
れ
ま
し
た
。

視
覚
障
害
を
負
っ
て

「
で
き
な
い
」
と
あ
き
ら

め
る
の
で
は
な
く
、
い

ろ
い
ろ
考
え
、
何
に
で

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
そ

の
成
功
体
験
か
ら
自
分

は
前
に
進
む
こ
と
が
で

き
た
。
ま
た
そ
の
こ
と

か
ら
ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
の

世
界
に
踏
み
込
む
勇
気
を
持
つ

こ
と
が
で
き
た
と
話
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
全
日
本
チ
ー
ム
で
は
「
笑

顔
で
元
気
に
挨
拶
と
返
事
を
す

る
。」「
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
。

そ
れ
を
言
葉
で
伝
え
る
。」
こ
と

に
取
り
組
み
実
践
し
て
い
る
こ

と
や
人
と
人
の
つ
な
が
り
の
重

要
性
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

来
場
さ
れ
た
多
く
の
方
々
も

浦
田
さ
ん
の
前
向
き
で
き
ら
き

ら
し
た
生
き
方
に
深
い
感
銘
を

受
け
ら
れ
、「
元
気
を
も
ら
っ
た
」

「
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
い
う
多

く
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
感
想
（
抜
粋
）

○
あ
き
ら
め
な
い
。
壁
に
ぶ
つ

か
っ
た
ら
別
の
方
法
を
考
え

る
。
す
ご
く
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
実
体
験
な
の
で
胸
に

響
く
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

○
あ
き
ら
め
な
い
心
を
持
つ
事

の
大
切
さ
を
改
め
て
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ

悩
み
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

心
を
持
っ
て
毎
日
を
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
視
力
が
低
下
し
、
そ
れ
ま
で

の
環
境
が
変
わ
っ
て
し
ま
い
、

今
の
状
態
に
落
ち
着
か
れ
る

ま
で
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
精

神
的
な
苦
労
も
多
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
ま
た
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
も
、

強
い
心
を
も
た
れ
て
い
る
の

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
前
に

進
み
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

○
実
演
を
ま
じ
え
て
の
講
演
で
、

と
て
も
解
り
や
す
く
時
間
が

あ
っ
と
い
う
間
に
経
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。「
笑
顔
」「
感
謝
」

言
葉
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

で
き
な
い
事
だ
け
を
考
え
る

の
で
は
な
く
、
で
き
る
こ
と

を
考
え
る
、
あ
き
ら
め
な
い

気
持
ち
を
持
っ
て
過
ご
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
「
人
は
生
き
て
い
る
だ
け
で

誰
か
に
迷
惑
を
か
け
る
」
と

い
う
言
葉
が
印
象
に
残
り
ま

し
た
。
誰
か
に
頼
っ
た
り
、

頼
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
は
当

た
り
前
で
、
気
に
す
る
こ
と

な
く
支
え
あ
っ
て
生
き
て
い

く
も
の
な
の
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。
そ
し
て
プ
ラ
ス
思
考

に
物
事
を
考
え
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

○
と
て
も
明
る
く
前
向
き
に
頑

張
ら
れ
て
い
て
、
自
分
も
元

気
を
も
ら
え
た
し
、
頑
張
ろ

う
と
思
い
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
の
人
権

わ
た
し
た
ち
の
人
権

だ
れ
も
が
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
う
え
で
侵
す
こ
と
の
で
き
な

い
当
然
の
権
利
こ
れ
が
『
人
権
』
で
す

114▼
馬
見
原
酔
山
会

炎
天
下
球
児
の
涙
と
め
ど
無
し 

髙
田　

眞
司

遠
雷
や
父
に
諭
さ
れ
ゐ
る
ご
と
き 

畑
野
フ
ミ
ヨ

い
か
づ
ち
に
読
経
は
続
く
一
周
忌 

岩
永　

周
子

▼
通
潤
句
会

梅
雨
に
入
る
水
口
少
し
下
げ
に
け
り 

菅　

清
次
郎

戦
争
に
遠
く
く
ら
し
て
麦
の
飯 

西
田
え
い
子

大
夕
立
去
り
て
浄
土
の
風
の
こ
す 

菊
池　

幸
子

▼
清
和
短
歌
会

園
児
ら
の
声
に
負
け
じ
と
蟬
時
雨

　
　

夏
の
境
内
涼
し
く
賑
や
か 

渡
邊　

民
生

手
離
せ
ば
想
い
も
消
え
る
心
地
し
て

　
　

吾
子
の
古
着
を
又
仕
舞
い
込
む 

原
田
由
紀
子

父
母
と
並
び
て
取
り
し
田
の
草
よ

　
　

遙
か
な
り
し
も
鮮
や
か
に
し
て 

梶
原　
　

徹

会場の様子

講師の浦田理恵さん

山都町の人口
〔平成26年７月31日現在〕
男　　8,061人  （－７）
女　　8,631人  （－５）
計　 16,692人  （－12）
世帯   6,704戸   （＋1）

※（　）は前月比
※最高齢は105歳〔女性２人〕
※平成26年７月の出生者数
　８人（今年の出生者数　41人）
※平成26年７月の死亡者数
　20人（今年の死亡者数　201人）

和
光
教
室
書
道
部
の
田
中
邦
子
さ
ん
（
入
佐
）
作

前号の訂正とお詫び
　７月 23 日発行第 113 号の広報やまとにおいて誤りが
ありました。関係各位には大変なご迷惑をおかけしま
した。お詫びして訂正いたします。
○ 21 ページ　すくすく育て
　「佐野優太くん」「佐野莉音愛ちゃん」再掲しています。

　企画振興課は新庁舎建設による建物取り壊しのた
め、引っ越し作業を行っています。倉庫の中を片付
けていると色々なものが出てきます。手書きの文書、
使い方も分からないカメラ、有線放送時代に流してい
たと思われるレコード等々。引っ越しは大変ですが、
今片付ければ、後で新庁舎へ入るときはその分の手間
が省けると思いながら、課員一同、汗を流しています。
　広報も、原稿づくりや編集を先送りせずすぐに作
成していけば、後で苦労しなくて済むのですが…。「思
い立ったが吉日」で、これからも色んな事に取り組
んでいきたいと、引っ越しで出た大量のゴミを見つ
めながら考えています。㋟

～ ９月ギャラリーのご案内 ～

山都町写真コンテスト展
　平成26年９月１日（月）
　　　　　　９月～30日（火）まで

水曜日定休日

　山都町の四季を切り取った写真たちの展示
です。
　昨年１月から 12月の期間中に撮影された
237 作品の中から入賞・入選しました 27点
の展示を行います。
　カメラマンの息遣いが聞こえてきそうな写
真をご覧ください。
出展者：全日本写真連盟熊本県本部・山都町

山都町観光案内所

ギャラリー喫茶ギャラリー喫茶

ル ポ ンル ポ ン
  ☎７２－1０５４☎７２－1０５４

９月の当番医　
９月  7 日　そよう病院（電話83-1122）
９月 14日　高田整形外科（電話72-1007）
９月 21日　坂本クリニック（電話72-0210）
９月 28日　伴 病 院（電話72-0029）
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タイトル：ゲリラ豪雨
撮影場所：丸山公園（下名連石）
撮 影 者：赤星  喜十郎
コメント：地球温暖化の影響か最近はゲリラ豪雨の話が聞
かれますが、まさに、その場面に遭遇しました。丸山公園か
ら熊本市方面に係る風景ですが、撮影中に次第に風が強くな
りました。撮影場所にもポツリ、ポツリと雨がかかり、遠雷
の音も聞こえてきたなと思ったら、あっという間に上空は暗
くなってきました。急激な天気の変化を体験した一場面です。
連絡先：フォトサークル山都
　　　　（事務所：あひる倶楽部内 72-3455 まで）

今月の一枚今月の一枚

ゲリラ豪雨

9月
日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

1 2 3 4 5 6
　 　お知らせ版 　 　 　八朔祭

7 8 9 10 11 12 13
　そよう病院
　八朔祭

　 　 　 　
　

　
　

14 15　敬老の日 16 17 18 19 20
　高田整形外科
　清和文楽の里
まつり
　

　 　広報やまと 　 　 　御岳・潤徳・
清和・蘇陽南小
学校運動会

21 22 23　秋分の日 24 25 26 27
　坂本クリニック
　中島小学校運
動会

　 　 　 　

28 29 30 　 　 　 　
　伴病院
　トレイルラン
　矢部小学校運
動会

　 　 　 　

　　お知らせ　　　当番医
　　イベント　　　発行日


